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「書くことは考えることなり」 
校 長 山田 哲夫  

  

小学校段階、特に１年生にとっては「書く」という行為が、これま

での生活と異なり、極端に増えます。「書くのが嫌だ。面倒くさい。」

などの反応もあり、子供たちにとって困難を伴うものであることは間

違いないと思います。 

それは、日常で頻繁に使う言葉ではない言葉を使うことからも容易

に想像できます。母語（幼時に自然に習得する言語）を活用できると、

日常生活のほとんどの場面で意思疎通が可能になるそうです。ところ

が、小学校からの学習は、その上に成り立っており、積み上げていか

なければいけません。それは、授業中に１回見聞きしたからできるよ

うになるわけではありません。何度も繰り返して反復練習することで

実現できるのです。まさに、継続は力なりです。 

もう少し詳しく見ていきます。４月、１年生は「あいうえお」のひ

らがなを学びました。では、小学校の最終段階（６年生）では、どの

ような書く力が必要なのでしょうか。昨年度の全国学力学習状況調査

では、次のような書く力を見る問題が出されていました。 

⇒『筋道の通った文章となるように文章全体の構成や展開を考えたり、

目的や意図に応じて書き表し方を工夫したりしながら、自分の考えを

主張する文章を書くことができるかどうかを見る』。これは、「あいう

えお」を書くことからすると、とてもレベルの高い内容になります。 

では、何故そのようなことを身に付けなければいけないのでしょう

か。一つは、自分自身をつかむために書く、もう一つは他人によりよ

く伝えることができるようになるためだと思います。これは、生きる

力の大切な要素になります。 

話は変わりますが、「東大合格生のノートはかならず美しい」という

本に７つの法則が示してありました。それは、『①文頭を揃える②余白

を残す③コピーを利用する④インデックスを使う⑤ノートは区切りが

肝心⑥オリジナルのフォーマットを考える⑦丁寧に書いている』です。 

つまり、学習内容以外に見やすさ使いやすさなど様々なことを考え

ながら書いているということでしょう。ノート一つをとっても、その

ことを地道に繰り返しやり続けることは、書くことの力を押し上げる

基礎になります。「書く」ことは、そういう一つ一つの考えの集合体と

言えるでしょう。まさに、『書くことは考えることなり』です。 

終わりになりますが、ご家庭においては機会を捉えて、毎日の日記

や各教科のノート等、書いていることを確認する機会を設けてくださ

い。学力向上週間の取組みとしてもおすすめします。そして、その頑

張りを称賛する場面にしてくださるようお願いします。 

いじめ防止啓発強調月間(ニコニコ月間)の取組について 

５月２５日㈬～６月２５日㈯の１か月間は、鹿児島市全体で、いじめ問題に

向き合い、各学校で具体的な取組を進めることになっています。 

坂元台小学校では、「ニコニコ月間」の取組として、①いじめ防止ポスタ

ーの作成・掲示、②いじめに関する標語の募集、③いじめアンケートの実施、

④全校朝会や学年集会等での講話、⑤いじめ問題に関係する学習（道徳

等）を実施しました。 

いじめは、いつでも・どこでも起こりうるという前提で、児童においては、い

じめをしない・見逃さない・許さない心を育み、職員においては、早期発見・

早期対応を念頭に、これからも学校全体で真摯に取り組んで参ります。 

本校のいじめ防止策については、「いじめ防止基本方針」を作成し、学校

ＨＰに掲載しています。そちらも参考にされてください。 
 

宿泊学習（５年生） 

 日曜参観の翌日から、２泊３日の３日間、５年生が南薩少年自然の家を舞台

に宿泊学習を行いました。現地では、天候にも恵まれ、カヌーやサンドクラフ

トなどの自然体験活動や、テント泊や野外炊飯活動等の共同体験活動を行

いました。寝食を共にしながら、助け合い支え合った３日間を通して、子供た

ちの絆もさらに深まりました。 

 
カヌー体験 

 
サンドクラフト 

 
テント設営 

 
野外炊飯 

 

６月の行事から 

 

青少年赤十字登録式  ６年生の総務委員会を中

心に、リモートで各教室とつなぎ実施しました。各

教室で誓いの言葉を言ったり、「気付き・考え・行

動する」ことの大切さを考えたりしました。どの学

級も真剣な態度で臨んでいました。 

 

ふれあい読書  自分の学級担任以外の先生が教

室に来て、本の紹介や読み聞かせをしてくれます。 

子供たちは、先生の話に聞き入っていました。年間

７回計画されています。待ってくれている子供たち

のために、職員の本選びも真剣です。 

 

集団下校訓練  風水害や災害等の場面で集団下

校を行うことがあります。下校地区の確認を行って

からそれぞれの地区ごとに下校しました。雨が降

り、風も強い中での実施となりましたが、子ども達

も実際の動きを体験できてよかったです。 

 

スクールゾーン委員会 子供たちの通学路等や

地域での安全について、意見交換を行いました。

委員会では、登下校の様子や通学路で安全上、気

になる場所の情報提供がありました。今後、更に安

全に向けた取組を充実させていきます。 
 

児童会スローガン決まる 

 各学級からスローガンの言葉を募集しました。そこで出された意見では、 
あいさつに関するものがたくさんありました。 一年間、心のこもったあいさ
つが行き交い、笑顔があふれる坂元台小学校になることを願っています。 
 
 

 
 

７ 月 の 主 な 行 事 等 
 

１日㈮ 委員会活動（５・６年） 

３日㈰ 校区あいご会歩こう会、ふれりんピック 

５日㈫ ひなた学級ＰＴＡ 

６日㈬ いきいき坂台表彰（～７日） 

７日㈭ クラブ活動（４・５・６年） 

８日㈮ 児童代表・保健委員会、委員会活動（５・６年） 

    学校開放説明会（関係利用団体） 

 ９日㈯ 土曜授業（心の教育の日）、情報モラル学習（５・６年） 

１４日㈭ 校区まちづくり協議会役員会 

１８日㈪ 海の日  ●  

２０日㈬ 終業式  夏季休業（7月21日～8月31日） 

２２日㈮ 水泳記録会練習（２５日、２６日） 

２７日㈬ 市水泳記録会（６年） 予備日は、７月２９日㈮ 

２８日㈭ 市水泳記録会（５年）  
 

７月 重点  交通事故や水の事故から子供（命）を守ろう！ 

水難事故防止運動強調期間 【 ７月21日㈭～ ８月31日㈬】 

スローガン 「水に親しみながら３Ｍ運動 みんなで めざそう 水の

事故ゼロ」（海・川の事故防止、遊泳禁止区域での事故防止） 
 

交通事故０月間運動 ７月１日㈮～７月31日㈰ 

重点事項及びスローガン ①幼児・児童の道路への飛び出し防止 

～横断は しっかり よく見て たしかめて～ ②自転車運転のルール

遵守とマナー向上 ～保険に加入し、ヘルメットをかぶろう～ 
 

◎ ７月 放課後子ども教室    ２日㈯、４日㈪、１１日㈪ 

◎ ７月 学校支援ボランティア ６日㈬、１３日㈬ 

◎ ７月 スクールカウンセラー １３日㈬（9:00～12：00） 

※相談希望の場合は、担任、または、教頭へお知らせください。 
 

Ｂ校時 
5日㈫ 8日㈮、１９日㈫ 
12日㈫～15日㈮ 

１年生が14時50分頃から下校 

Ｃ校時 4日㈪、11日㈪ １年生が13時50分頃から下校 

特 別 20日㈬ 全校12時下校 

通 常 上記以外の平日 １年生が15時15分頃から下校 

 

あいさつの種で、 笑顔の花をさかせよう 元気いっぱい 坂台っ子 


